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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年3月11日(2010.3.11)

【公開番号】特開2008-182339(P2008-182339A)
【公開日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2008-031
【出願番号】特願2007-12779(P2007-12779)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/765    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｌ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月21日(2010.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の外部記録媒体を接続する接続部と、
　撮像手段と、
　前記撮像手段の１度の撮像処理により、得られた画像情報を未加工で保存するためのRA
W画像データと、前記画像情報を加工した後のデータを保存するための加工済み画像デー
タとを生成する生成手段と、
　前記生成手段により得られた前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像
データのデータ記録先とを、前記複数の外部記録媒体のいずれかから決定する決定手段と
、
　前記決定手段により決定された外部記録媒体に、前記画像データを記録する記録手段と
を有し、
　前記決定手段は、前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先とをそれぞれ異ならしめることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記接続部に接続された複数の外部記録媒体の能力を取得する能力取得手段を有し、
　前記決定手段は、前記能力取得手段により取得された外部記録媒体の能力に基づいて、
前記接続部に接続された複数の外部記録媒体の中から、前記データ記録先となる外部記録
媒体を決定することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記能力取得手段は、前記接続部に接続された複数の外部記録媒体のアクセス速度を取
得し、
　前記決定手段は、前記RAW画像データのデータ記録先を、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先のアクセス速度よりも速い外部記録媒体とすることを特徴とする請求項２に記
載の画像処理装置。
【請求項４】
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　前記能力取得手段は、前記接続部に接続された複数の外部記録媒体におけるデータ処理
単位を取得し、
　前記決定手段は、前記能力取得手段により取得されたアクセス速度が同じ場合には、前
記能力取得手段により取得されたデータ処理単位が大きい外部記録媒体ほど、データ量の
大きい画像データが記録されるように、前記データ記録先となる外部記録媒体を決定する
ことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記能力取得手段は、前記接続部に接続された複数の外部記録媒体の空き容量を、それ
ら複数の外部記録媒体から取得し、
　前記決定手段は、前記RAW画像データのデータ記録先を、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先の空き容量よりも大きい外部記録媒体とすることを特徴とする請求項２ないし
４の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記決定手段は、前記接続部に接続された外部記録媒体の内で画像データをファイルと
して管理するためのファイルシステムに基づいて、前記接続部に接続された複数の外部記
録媒体の中から、前記データ記録先となる外部記録媒体を決定することを特徴とする請求
項１ないし５の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記決定手段は、前記RAW画像データのデータ記録先を、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先のファイルシステムよりも相対的に性能の高いファイルシステムで制御される
外部記録媒体とすることを特徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　複数の外部記録媒体を接続する接続部と、撮像手段とを有する画像処理装置の制御方法
であって、
　前記撮像手段での１度の撮像処理により得られた画像情報を未加工で保存するためのRA
W画像データと、前記画像情報を加工した後のデータを保存するための加工済み画像デー
タとを生成する生成工程と、
　前記生成工程により得られた前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像
データのデータ記録先とを、前記複数の外部記録媒体のいずれかから決定する決定工程と
、
　前記決定工程により決定された外部記録媒体に、前記画像データを記録する記録工程と
を有し、
　前記決定工程は、前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先とをそれぞれ異ならしめることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項９】
　前記接続部に接続された複数の外部記録媒体の能力を取得する能力取得工程を有し、
　前記決定工程は、前記能力取得工程により取得された外部記録媒体の能力に基づいて、
前記接続部に接続された複数の外部記録媒体の中から、前記データ記録先となる外部記録
媒体を決定することを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記能力取得工程は、前記接続部に接続された複数の外部記録媒体のアクセス速度を取
得し、
　前記決定工程は、前記RAW画像データのデータ記録先を、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先のアクセス速度よりも速い外部記録媒体とすることを特徴とする請求項９に記
載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記能力取得工程は、前記接続部に接続された複数の外部記録媒体におけるデータ処理
単位を取得し、
　前記決定工程は、前記能力取得工程により取得されたアクセス速度が同じ場合には、前
記能力取得工程により取得されたデータ処理単位が大きい外部記録媒体ほど、データ量の
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大きい画像データが記録されるように、前記データ記録先となる外部記録媒体を決定する
ことを特徴とする請求項１０に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記能力取得工程は、前記接続部に接続された複数の外部記録媒体の空き容量を、それ
ら複数の外部記録媒体から取得し、
　前記決定工程は、前記RAW画像データのデータ記録先を、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先の空き容量よりも大きい外部記録媒体とすることを特徴とする請求項９ないし
１１の何れか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記決定工程は、前記接続部に接続された外部記録媒体の内で画像データをファイルと
して管理するためのファイルシステムに基づいて、前記接続部に接続された複数の外部記
録媒体の中から、前記データ記録先となる外部記録媒体を決定することを特徴とする請求
項８ないし１２の何れか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記決定工程は、前記RAW画像データのデータ記録先を、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先のファイルシステムよりも相対的に性能の高いファイルシステムで制御される
外部記録媒体とすることを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１５】
　複数の外部記録媒体を接続する接続部と、撮像手段とを有する画像処理装置の制御方法
をコンピュータに実行させるためのコンピュータプログラムであって、
　前記撮像手段での１度の撮像処理により得られた画像情報を未加工で保存するためのRA
W画像データと、前記画像情報を加工した後のデータを保存するための加工済み画像デー
タとを生成する生成工程と、
　前記生成工程により得られた前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像
データのデータ記録先とを、前記複数の外部記録媒体のいずれかから決定する決定工程と
、
　前記決定工程により決定された外部記録媒体に、前記画像データを記録する記録工程と
をコンピュータに実行させ、
　前記決定工程は、前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像データのデ
ータ記録先とをそれぞれ異ならしめることを特徴とするコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像処理装置、画像処理装置の制御方法、及びコンピュータプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置、画像処理装置の制御方法、及びコンピュータプログラムに関
し、特に、外部記録媒体に画像データを記録するために用いて好適なものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
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　本発明の画像処理装置は、複数の外部記録媒体を接続する接続部と、撮像手段と、前記
撮像手段の１度の撮像処理により、得られた画像情報を未加工で保存するためのRAW画像
データと、前記画像情報を加工した後のデータを保存するための加工済み画像データとを
生成する生成手段と前記生成手段により得られた前記RAW画像データのデータ記録先と、
前記加工済み画像データのデータ記録先とを、前記複数の外部記録媒体のいずれかから決
定する決定手段と、前記決定手段により決定された外部記録媒体に、前記画像データを記
録する記録手段とを有し、前記決定手段は、前記RAW画像データのデータ記録先と、前記
加工済み画像データのデータ記録先とをそれぞれ異ならしめることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の画像処理装置の制御方法は、複数の外部記録媒体を接続する接続部と、撮像手
段とを有する画像処理装置の制御方法であって、前記撮像手段での１度の撮像処理により
得られた画像情報を未加工で保存するためのRAW画像データと、前記画像情報を加工した
後のデータを保存するための加工済み画像データとを生成する生成工程と、前記生成工程
により得られた前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像データのデータ
記録先とを、前記複数の外部記録媒体のいずれかから決定する決定工程と、前記決定工程
により決定された外部記録媒体に、前記画像データを記録する記録工程とを有し、前記決
定工程は、前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像データのデータ記録
先とをそれぞれ異ならしめることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明のコンピュータプログラムは、複数の外部記録媒体を接続する接続部と、撮像手
段とを有する画像処理装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのコンピュータプ
ログラムであって、前記撮像手段での１度の撮像処理により得られた画像情報を未加工で
保存するためのRAW画像データと、前記画像情報を加工した後のデータを保存するための
加工済み画像データとを生成する生成工程と、前記生成工程により得られた前記RAW画像
データのデータ記録先と、前記加工済み画像データのデータ記録先とを、前記複数の外部
記録媒体のいずれかから決定する決定工程と、前記決定工程により決定された外部記録媒
体に、前記画像データを記録する記録工程とをコンピュータに実行させ、前記決定工程は
、前記RAW画像データのデータ記録先と、前記加工済み画像データのデータ記録先とをそ
れぞれ異ならしめることを特徴とする。


	header
	written-amendment

